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自然の家のリ ニュ ーアルに関する基本的な考え方（ 案）  

 

１ ． 神戸市立自然の家の概要 

〇設置目的 

 自然環境の中での野外活動及び集団生活を 通じ て青少年の健全な育成を 図る と と も に、

市民の生涯学習に係る機会の提供に資する。  

 

〇施設概要 

（ １ ） 位置  灘区六甲山町中一里山１ ʷ １  

（ ２ ） 沿革  昭和 37 年 7 月 六甲ユースセンタ ー開所 

        昭和 48 年 9 月 六甲施設を 拡充し 、 自然の家に名称変更 

（ ３ ） 面積  約３ ha （ 山林部等も 含めた敷地面積は約 23.5ha）  

（ ４ ） 施設   

（ ５ ） 施設での活動プログラ ム例 

  ・ 野外 

   カ ヌ ー、 アーチェ リ ー、 オリ エンテーリ ング、 炊さ ん、 フ ィ ールド アスレ チッ ク 、  

キャ ンプフ ァ イ ヤー等 

  ・ 屋内 

   ハンド ク ラ フ ト 、 キャ ンド ルフ ァ イ ヤー、 室内スポーツ、 伝承遊び（ けん玉等） 等 

（ ６ ） 利用者数（ 令和元年度）  

 29,799 人 

（ 宿泊 23,847 人、 日帰り  5,952 人）  

 

  

施設名 
宿泊棟 

キャ ビン施設 テント 施設 
摩耶施設 六甲施設 

面 積 2,728 ㎡ 2,599 ㎡ 593 ㎡ 255 ㎡ 

定 員 192 人 184 人 104 人 80 人 

竣 工 平成３ 年 昭和 48 年  昭和 38 年 昭和 38 年 

設 備 

宿泊室 

食堂、 浴室 

多目的ホール 

研修室 

工作室 

事務室 

宿泊室 

食堂、 浴室 

体育館 

研修室 

談話室 

事務室 

宿泊キャ ビン 14 棟 

集会室兼食堂 

シャ ワー 

テン ト 施設 16 か所 

集会室兼食堂 

屋外食堂 

令 和４ 年 ６ 月２ ０ 日 

経 済港 湾 委 員会 資料 

（ 文化 ス ポ ー ツ 局）  
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２ ． 現状・ 課題 

〇利用者数が減少すると と も に、 市内小中学校の利用形態も 変化し ている。  

・ 施設の利用者数が、 平成 28 年度の 34,440 人から 、 令和元年度は 29,799 人へと 減少

し ている。  

・ 宿泊を伴う 行事の見直し により 、 市内小学校の利用形態は日帰り 利用（ 校外学習） と

なっ ている。  

・ 市内中学校の利用形態は宿泊利用（ １ 泊） であり 、 今後も 一定の利用が見込まれる。  

・ 今後、学校利用を 促進するためには、授業と 連動し たプログラ ムの充実が不可欠であ

る。 また、 雨天時でも 活動でき る場所・ プログラ ムも 求めら れる。  

 

〇施設が老朽化し ている 

・ 施設の大半が供用開始から 60 年近く 経過し ている。  

・ 六甲施設は、 老朽化に加え、 結露や湿気による壁や床、 天井の傷み等が立地上抜本的

な解消が困難なため、 宿泊施設と し て快適な環境を 維持するこ と が難し い。  

・ 平成３ 年度に建替えた摩耶施設についても 、 設備面の改修が必要と なっ ている。  

 

〇施設の有効活用の余地がある 

・ 市内中学校の宿泊利用が４ ～６ 月の平日に集中し ており 、団体利用も 夏休みがほと ん

どであるこ と から 、 宿泊棟を さ ら に有効活用する余地がある。  

・ 学校園・ 団体の利用のための社会教育施設であり 、家族単位での野外活動の需要には

対応し ていない。  

・ 国立公園内の大自然に恵まれたロケーショ ンであり ながら 、テント 施設やキャ ビン施

設が低利用と なっ ている。  

 

〇民間のノ ウハウ・ 活力が十分に導入でき ていない 

・ 指定管理料の範囲での運営であり 、指定管理期間も ５ 年間である こ と から 、民間の自

由な提案や民間資金を 活用し た事業を 創出し 、 回収でき る期間的余地が少ない。  

・ 平地が少なく 、現状の施設配置では、活動場所やアク ティ ビティ を増やすこ と が難し

い。  
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３ ． リ ニュ ーアルに関する基本的な考え方 

 下記を 目的と し て、（ １ ）（ ２ ） の考え方に基づき 、 リ ニュ ーアルを 進める。  

① 学校・ 団体利用に加え、 家族単位等の利用を受け入れ 

② 近隣施設・ 資源と の連携や、 民間活力の導入により 野外体験活動を 充実 

 

（ １ ） 学びの場と し ての野外活動プログラ ムや施設の充実 

①摩耶山エリ アの豊かな自然環境を 活かし た野外活動プログラ ムを 充実さ せ、 学校園

や子ども たちの利用を 促進する。  

（ 例）  ・ 日帰り でも 活用可能な環境体験学習等のプログラ ムの充実 

・ 専門家や周辺施設と の連携による学習・ 活動のサポート 体制の強化 など 

 

②学校園や青少年団体が安心かつ快適に利用し やすい施設と なるよ う 、 摩耶施設を 改

修し 、 宿泊機能を 充実さ せる 。 一方、 六甲施設は、 雨の日の体育館活用等、 活動場所

と し て主に利用するこ と と し 、 宿泊は原則と し て摩耶施設を利用するも のと する。  

（ 例）  ・ 摩耶施設の設備改修やユニバーサルデザイ ン化 

・ 摩耶施設の定員拡大による 、 宿泊機能の集約  など 

 

（ ２ ） 民間のノ ウハウ・ 活力を活かし た魅力向上や収支改善、 運営の効率化 

①こ れまでの学校園・ 青少年団体等に加え、家族等を 対象にし た新たな利用形態につい

ても 民間事業者（ 指定管理者） から の提案を 募り 、 より 多く の市民に利用いただく こ

と を めざす。  

（ 例）  ・ 学校園利用が少ない季節や曜日に家族利用の受け入れ及びそれに伴い必要

と なる施設や設備の改修 

・ 利用料金制による一定の受益者負担の導入   など 

 

②民間事業者の提案内容も ふまえ、 施設の改修・ 増設・ 新設や、 老朽化し ている施設の

機能の廃止・ 転用など、 施設の整備・ 再配置を 行い、 施設全体の魅力向上や運営の効

率化をはかる。  

（ 例）  ・ 家族等の利用が見込める施設（ テント 施設等） の拡張 

・ 駐車場の増設   など 

 

③個人・ 家族向けを 中心と し た、集客力があり 教育効果の高いアク ティ ビティ などの自

主事業について、 自由な提案を求め、 民間の創意工夫・ 資金による 付加価値の向上を

はかる。  

（ 例）  ・ 穂高湖などの資源を 活かし た民間なら ではのアク ティ ビティ の創出 

・ 登山者等が立ち寄れるオープンエリ アの設置（ 物販等）  

・ 民間事業者の投資が見込める場合、 指定管理期間を 10 年と するこ と も 可

能と する  など        
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４ ． 今後の進め方 

令和４ 年秋ごろ  指定管理者（ 令和５ 年４ 月～） の公募・ 選定 

※「 リ ニュ ーアルに関する基本的な考え方」 に基づき 提案を求め、

リ ニュ ーアル（ 設計・ 施工） と 運営（ 指定管理） を一体的に行う

事業者を 選定。 提案を ふまえ、 実施内容を 協議。  

令和５ 年４ 月～ 次期指定管理者による運営の開始 

イ ンフ ラ 整備のためテント 施設・ キャ ビン施設の休業 

令和５ 年９ 月 

～令和６ 年３ 月 

リ ニュ ーアル工事のため全施設休業 

令和６ 年４ 月 リ ニュ ーアルオープン 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 資料１ ： 現状の場内図】  
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【 資料２ ： 自然の家リ ニュ ーアルに関する アン ケート 結果】  

 

１ . 概要 

・ 実施期間 

 令和４ 年４ 月１ 日～４ 月 13 日 

・ 実施方法 

  神戸市ホームページ上でのアンケート を実施 

  （ 神戸市ネッ ト モニタ ーへのメ ール及び自然の家ホームページでアンケート を 周知）  

・ 有効回答件数 1,667 件  

年 代： 10 代以下/0.4%  20 代/4.3%   30 代/12.6%   40 代/26.8%    

50 代/26.4%    60 代/18.8%  70 代以上/10.7%  

利用経験の有無： 利用経験有/39.0%  利用経験無/61.0%  

 

２．アンケート結果抜粋 

(1)自然の家の良い点（ 上位３ つ）  

  ①自然が豊か  

➁市街地から 近い 

③六甲山上や摩耶山上の他施設を 楽し むこ と ができ る 

 

(2)自然の家の悪い点（ 上位３ つ）  

   ①施設が古い・ 汚い 

➁団体以外では利用でき ない 

③当日の飛び込み利用ができ ない 

 

(3)自然の家のリ ニュ ーアルイ メ ージ（ 上位３ つ）  

   ①屋外でのキャ ンプやバーベキュ ーが楽し める施設 

   ➁日帰り の活動プログラ ムやアク ティ ビティ が充実し た施設 

   ③自然の中で体験事業を 楽し める施設 

 

(4)自由記述欄に寄せら れた内容（ 主なも の）  

・ 貴重な子ども の体験活動の場と なる社会教育施設と し て、 末永く 継続し てほし い 

・ イ ベント なども 含めて様々な体験活動ができ る施設にし てほし い 

・ 団体の利用者だけではなく 、 家族で楽し く 安全に自然が楽し める施設にし てほし い 

・ 少人数でも キャ ンプが体験でき る施設にし てほし い 

  ・ 若者が使いやすい施設にし てほし い 

・ ト イ レ 等の水回り を き れいに、 現代の子ども でも 使いやすいも のにし てほし い 

・ バリ アフ リ ーな施設にし てほし い 
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